
 

 

 

 

 

 

 

６  水の成分 

理吉や敏雄は学校の理科の時間がたいそう好きでした。先生のお話も

おもしろいし、いろんな珍しい実験も見ることができるからです。学校

の実験室はだれのための実験室かといえば、やはり みなさんのための

ものにちがいありません。  

きょうは先生が水についてのお話をして下さいました。先生のお話を

すこしここに書いてみましょう。  

水は空気とおなじように地球上のどこにでもあるものですから、水を

知らないなんていう人間はひとりもいないでしょうし、また水がまるで

なかったら一日だって生きてはいられません。水をそのままの形で飲ま

なくっても、野菜でも食べれば、その実大部分は水なのです。大根だの

瓜だのを分析して見ますと、１００のうち９６．９７までは水で出来て

いることがわかります。お魚でも肉類でも やはり水がその成分のうち

でいちばん多いのです。こんなわけですから、2500 年もまえのギリシ

ャの学者なんかは、水を万物のもとだと考えたくらいであります。人間

がふだん水に不自由しないからこそ、水をありがたいとも なんともお  

メ ロ ン は ９ ６ ～ ９ ８ ％ が 水 で す  じ や が い も の 4 分 の ３ は 水 で す  

いろんな物のなかに どれだけの水がはいっているか これを見てごらんなさい。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もいませんけれども、よくよく考えて見れば水ほど必要なものはなく、

またほんとうに不思議なものでもあるわけです。  

地球の表面の 4 分の３ばかりは、あのひろびろとした海の水でおおわ

れています。「そんなにたくさんの海なんか むだなものだ。そこがみ

んな陸地だったら人間がどこへ行っても住めるし、畑だって田だってつ

くることができるじゃないか」なんて皆さんがちょっと考えることもあ

りましょうが、それはとんでもないまちがいです。もし地球にまるで海

がなかったら、お魚のないぐらいは がまんするとしましても、日に照

らされるときは ばかに暑く、夜になると とても冷えてしまって、人

き ゅ う り も ９ ５ ％ が 水 で す  林 檎 は 5 分 の ４ の 水 を 含 ん で い ま す  

麦 粉 は ８ ％ の 水 を 含 ん で い ま す  お 魚 も 凡 そ ５ 分 の ４ が 水 で す  



 

 

 

 

 

 

 

間にはこらえ切れなくなるでしょう。水は太陽の熱をうけても容易に暖

まりません。その代わりまたなかなかさめもしないのです。いったいに

海岸の地方の気候がいいのはそのせいです。それから海の水の表面から

は毎日たくさんの水蒸気が蒸発しているので、それが高い空の上までの

ぼって雲になり、方々に雨や雪をふらしてくれるのです。みなさんは雨

がふると きっと「きょうは いやなお天気だ」って小言をいうでしょ

うが、それは人間の勝手というものです。雨がさっぱりふってくれなか

ったら それこそ大変です。日でりがあまり長く続きますと、お百姓た

ちは いっしょうけんめいで雨乞いをいたしますが、ただ雨乞いの御祈

祷だけじゃ雨のふってくることはないにきまっています。いまに学問が

もっと進めば、そんなときにも自由に雨を降らせることができるように

なるかもしれませんが、それも 第一には海から水が蒸発してくれなく

ちゃ問題にはなりません。ですから なにしろ水がたくさんに地球上に

あるということが、人間にとって ありがたいしあわせなのには ちが

いないのです。  

水はいつも、高いところから すこしでも低い方へと流れてゆきます。

ですから、そのままでいれば おしまいには 高いところに水がまるで 

なくなってしまうわけです。ところが、一旦低い方へ流れた水が蒸発し

て空にのぼり、そして また方々へ雨になって降るからこそ、いつまで

も同じ水が地球の全体に循環することができるのでありまして、このは

たらきを考えると、いかにもうまい仕掛けであることがわかるでしょう。

これは自然というものが どのくらい巧妙に出来ているかということ

を示す、ほんの一端に過ぎないのですけれども、それでも よくよく考



 

 

 

 

 

 

 

えてみると驚かずにはいられないのです。  

水がこんな風に蒸発しては、またもとの水にかえるということは、水

を方々に撒きちらすばかりではありません。いろんなもののまざってい

る水のなかから、ほんとうの水だけを より出して、きれいなまじりけ

の無いものにするという役に立っています。雑沓した町のなかでは空気

中にたくさんの ごみなどがはいっていますが、そうでないところでは、

空から降ってくる雨はよほどきれいな水になっているのです。もっとも、

どんな場所に降るときでも雨は空気中を 通って来ますから、空気の成

分である酸素や窒素や炭酸ガスなどが、いくらかは雨水のなかに溶かさ

れています。雨水をコップに入れて一晩そのままにして置いて見ますと、

朝になってコップの壁に小さな泡粒のたまっているのが見られます。そ

れが雨水に溶けていたガスの自然に浮き出たものに ほかならないの

です。  

それはともかく、私たちが水を純粋にしようと思えば、この自然の方

法を真似して水を一度蒸気に変え、それからまた水に戻せばいいのです。

このことを蒸溜といいます。  

ここまでお話になって先生は蒸溜の実験をみんなに見せて下さいま

した。それは次ぎの図にあるような簡単な仕掛けで出来ますから、みな

さんが誰でも自分でわけなくやって見られます。  

先ず試験管に水を入れてコルクの栓をはめ、これにつごうよく曲った

ガラスの管を通します。この管の別の端にはもう一つの試験管をかぶせ、

これを冷たい水に浸けておきます。そして前の試験管内の水をアルコー

ル・ランプで熱します。しばらくたつと水が沸き出してぶくぶくと泡立



 

 

 

 

 

 

 

ち盛んに蒸気が出ますが、これは管を通って第二の試験管にはいり、そ

こで冷やされてまた水になるのです。 

最初に塩を少しばかり溶かした塩

からい水をつかいますと蒸溜した水

にはもう塩の味がなくなっているこ

とを実際にためすことができます。ま

た最初の水に赤インキをたらして色

をつけておいても蒸溜されたものに

は ちっとも色がつかないこともわ

かります。つまり蒸溜によって、すべ

て最初の水のなかにあった まざりものが 

取り除けられて、すっかり純粋の水が得られるのです。  

先生は蒸溜の実験をやってから、その蒸溜水を試験管から数滴ずつ、

みんなの手のひらの上にこぼしてごらんになりました。  

「さぁ、甘いか辛いか、どんな味がするかひとつ嘗めてごらん。蒸溜し

たばかりの水はいくらなめても毒になりませんから」  

みんなはどんな味がすることかと、妙な顔をして舌を出しました。  

「君は妙な顔つきで嘗めているな。苦いかね」  

「どんな味もしません」  

と、その一人の生徒が答えました。実際蒸溜水にはまるで味がないので

す。  

「そうだろ。普通の水の方が どうもうまいにちがいないね。井戸や泉

の水は地面のなかを通ってくるうちに、いろんな鉱物質を溶かしてくる

水 を 蒸 溜 す る 実 験  



 

 

 

 

 

 

 

から それで味がつくんだ」  

と、先生は説明して下さいました。自然はやはりありがたいものである

ことが、これでも わかりましょう  

さてこの天然の水には、主にどんなものが溶けているかについて次の

ようなお話がありました。  

カルシウムとマグネシウムという元素がありますが、それを含んだ土

から沸く水には、これらの元素が溶けています。そういう水は硬水とい

いまして、鉄瓶などの底にたくさんに湯垢のたまるのは、このカルシウ

ムやマグネシウムが粘土といっしょにかたまりつくのです。この湯垢は

熱をとおすのに じゃまをしたりして いけないものです。それから硬

水は石鹸が水に溶けるのを じゃましますから、石鹸で洗濯をするには、

このカルシウムやマグネシウム

を含まない軟水というのを つ

かわなくてはいけません。又天

然の水が鉄を含んで出ることよ

くありますが、これで白い布な

んかを洗うと赭ちゃけた跡が残

りますし、お茶に入れると し

ばらくたってから お茶の色が黒

くなります。  

温泉として湧いてくる水には いろいろの成分を溶かしていて、それ

ぞれに ききめのあることは みなさんも御承知のとおりです。  

それから水のなかに炭酸ガスを溶かして出てくることもあります。こ

洗 濯 に は 軟 水 を お 使 い な さ い  



 

 

 

 

 

 

 

れは炭酸水といって飲用につかいます。甘

いシロップや果物の汁で味をつけたソー

ダー水なども これと同じものです。  

水は元素ではなくって、酸素と水素とが

合わさって出来たものです。先生はこれを

実験で見せて上げようといって、電気をつ

かって水をこの二つのガスに分解してご

らんになりました。  

この実験につかう道具は、大体図に描い

て示したものでよいのです。先ずガラス壜

の口にしっかりと コルクの栓をはめて、

これを二本の白金の針金か 又は鉛の棒

を通します。そして壜の底を割って取り除

けてしまい、倒さにして水を入れます。それから別に、二本の試験管に

も水を入れて倒さに針金の上に立てます。これに外から針金で電池につ

なぎ、電気を通せばよいのです。しかし純粋の水だと電気がとおりませ

んから、水のなかにすこし硫酸をまぜておきます。すると 白金の針金

の上に小さな泡がだんだんとあらわれて、それが試験管の上の方にたま

ってゆくのがわかります。このガスのたまり方を見ていますと、二本の

試験管のうちでどちらか一方がもう一方よりも二倍ほどよけいになる

のがわかります。この多い方のガスが水素で、少い方が酸素なのです。

つまり水のなかには ちょうど このわりあいで水素と酸素とがはい

っていることがわかるでしょう。  

電 気 で 水 を 分 解 す る 仕 方  



 

 

 

 

 

 

 

ガスが試験管にいっぱいたまったとこ

ろで、先生はこれを取り出して試験してご

らんになりました。水素は空気よりもずっ

と軽いのですから、試験管の口を上へ向け

ると、口からずんずん逃げてゆきます。も

っともなんにも色もついていませんから、

逃げてゆくといっても眼には見えません。

しかしマッチを擦って火の燃えているの

を この試験管の口へ持ってゆくと、たち

まち水素に火が移って燃え出しますから、

それで水素の逃げ出していることがわか

ります。  

みんなは、なるほど その燃えるのが水素というものかと思って眺め

ていました。水素は元素のうちでも いちばん軽いものです。ですから

これを風船玉に入れて飛ばすと、ふわふわとすばらしくよく揚ります。 

ほんとうの気球も大きな嚢のなかに水素を入れたものでありますが。

上の實験で見るように火がつくと すぐに燃えるので、時々このために

気球が爆発することがあります。みなさんも水素の実験をやるときには、

あぶないからよほどよく気をつけなければいけません。  

次ぎに先生は酸素のたまった方の試験管をお取りになりました。酸素

は水素のように火がついて燃えはしません。しかし木片の黒い燃え殻の、

わずかに火の残っているものを このなかへ突っこみますと、また赤く

なって燃え出すのが見られます。これで、水が酸素と水素とから出来て

水 素 は 火 が つ い て 燃 え ま す  



 

 

 

 

 

 

 

いることが実験されました。そこで先生がお

たずねになりました。  

「君たちは、空気が酸素と窒素とから出来て

いることを知っているね。それから水が酸素

と水素とで出来ていることもわかった。とこ

ろで この両方をくらべて見ると、どこかに

二つの元素の合さり方のちがってるようなこ

とはないかね」  

生徒たちはいろいろ考えていましたが、やがて理吉が答え

ました。  

「酸素も窒素も水素もみんなガスなのですが、そのうちの二つが合わさ

った空気はガスで、水の方は液体になるのがちがっています」  

「なるほど、いい処へ気がついたな。しかし水も熱すれば やはり水蒸

気のように ガスになってしまうのだ」  

さすがの理吉も、これには ちょっと困りました。そこで先生は そ

れについて よく教えて下さいました。  

「空気のなかで蝋燭を燃すと、酸素がその燃えるためにつかわれて、あ

とには窒素だけが残る。ところが水蒸気ばかりのなかで蝋燭を燃しても

燃えない。同じく酸素があるにはあっても、酸素の形ではいっていない

からだ」  

「酸素の形って、なにか形があるのですか」  

一人の生徒が、こんなことを いいました。  

「いや、その形っていうのは分子の形なのだ。いったいどんな物でも  

酸 素  



 

 

 

 

 

 

 

 

空 気 の 中 に は 酸 素 の 分 子 と 窒 素 の 分 子 と が ま ざ っ て い ま す  

水 蒸 気 の な か で は 酸 素 の 分 子 と 水 素 の 分 子 と が ど れ も く っ つ い て 水 の

分 子 を つ く っ て い ま す  



 

 

 

 

 

 

 

それをだんだんこまかく分けてゆけば、いちばんおしまいには原子と

いう非常に小さな粒になってしまう。この頃では原子よりも もっと小

さい電子というところまで分けられるようになったけれど、それは も

う今まで酸素なら酸素のもっていた性質をもたないものになってしま

うから、酸素というような物の性質をもちながら一番小さいのは原子な

のである。そして酸素がガスのありさまになっているときには原子がひ

とつひとつ離れていないで、二つの原子がいっしょにくっついて一つの

分子という粒を形づくっているのだ。そして この分子にかたまってい

さえすれば、どこへ行っても酸素の性質をあらわすのである。そこで空

気のなかには こういう酸素の分子と窒素の分子とがおたがいに ま

じりあっているから、酸素は酸素、窒素は窒素のはたらきを別々にする

ことができる。ところが水蒸気では、酸素と水素とが別々の分子をつく

ってはいない。酸素の原子と水素の原子とが、一つずつくっついて一粒

の分子に かたまっている。それが水の分子なのだから、そうなってし

まえば もう酸素や水素の分子のはたらきとは ちがった、新しい性質

をもつようになるのだ。それで空気の場合には酸素と窒素とが混合して

いるというけれど、水の場合には酸素と水素とは ただ混合するのでは

なくて、化合しているというわけである。これで両方のちがいがわかっ

たかね」  

生徒は「よくわかりました」と答えました。けれども先生はもうすこ

し そのお話をつづけられました。  

「水蒸気をつめたくすると水になることはみなさんよく知っているこ

とだが、空気でもそのほかの どんなガスでも、適当なやりかたでは 



 

 

 

 

 

 

 

みんな水のような液体にすることができるんだ。空気を液体にしたもの

は非常につめたいので、摂氏の温度で零度以下２００度近くになる。口

でいえば零度以下２００度でもなんでもないが、実際にはなかなか容易

ではない。こんな液体になってもそのなかには酸素と窒素とが別々には

いっているのだから、めいめいガスになる温度が異なっている。水なら

ば１００度に熱すると沸騰してすっかり水蒸気になってしまうけれど、

酸素と窒素とでは沸騰する温度が零度以下１８１度と同じく零度以下

１９６度というようにちがっているから、たとえば液体空気をこの中間

の温度、すなわち零度以下１８５度ぐらいにすると、窒素の方はずんず

んガスになってしまい、酸素だけがあとに液体になって残されることに

なるのだ。こんなに温度が低いのに、沸騰なんていうのは すこしおか

しいがね。しかし我々は水を沸かすのに慣れているから、沸騰というと

熱いとおもっているだけの話なんで、水でなくて酸素や窒素にすれば、

それほどつめたくても沸騰するのだ」  

先生のお話がだいぶむつかしい

ところまで引っ張ってゆかれまし

たが、みんなはそれでも液体空気

なんてどんな不思議なものだろう

と思って、そればかり考えていま

した。  

「液体空気がどんなものか、見

たいと思います」  

液 体 空 気 が 沸 騰 し て い ま す  



 

 

 

 

 

 

 

と、誰かがいいました。先生は  

「こんどよいおりに液体空気のめずらしい実験を見せてあげよう。それ

まで待っておいでなさい」  

といわれました。生徒たちは みんな それを一つの楽しみに思ってい

ました。  

「液体空気が出来たら、僕は空気を吸う代わりに それを飲んでもいい

ですか」  

あるひょうきんな一人の生徒が、そういいました。  

「そんなことをすれば、あんまりつめた過ぎてお腹のなかが やけどを

したように ただれてしまうよ」  

と先生がいわれましたら、  

「やけどじゃない。ひえどですね」  

と同じ生徒がいったので みんなで大笑いになりました。  


